
事務事業数

1

【１ Ｐｌａｎ】

<成果指標の達成状況>　⇒３つ以外の指標は、補助指標調書に記載
増加 人 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値 － － － 810,000
実績値 650,408 689,580 695,905 －

Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 最終目標 達成率 指標判定
目標値
実績値

Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 最終目標 達成率 指標判定
目標値
実績値

所管部局
環境

生活部
所管課 文化振興課

- 国土強靱化 -

施策の
イメージ

指標名①

予算額
（千円）

327 327

施策目標 道内で活躍する若手アーティストや各地の特色ある文化の取組を道民及び観光客に発信する。

現状と
課題

・文化に対する関心や期待の高まり
・若手アーティストや文化関係団体の発表・展示の場の確保

主な取組
・若手アーティストの発表・展示の場の提供
・地域の特色ある取組の紹介
・文化関係団体と連携した取組

Ｒ３ Ｒ１Ｒ２ 483

設定理由

赤れんが庁舎入館者数 －

設定理由

分析（主な取組と成果）

令和元年10月から、改修工事のため閉館しており、来館者数の把握が不可能であることから成果指標を設定し
ていない。（令和元年度以降の実績値なし）

指標名②

総合計画の政策の方向性「先人から受け継いだ財産を活かした新たな展開」の観点から、芸術文
化・観光の情報発信拠点としての「赤れんが庁舎」の積極的な活用を図る取組の成果を測る指標と
して設定。

令和３年度　基本評価調書①

３（４）Ｂ

判定不可- 総合判定

施策名 赤れんが庁舎等を活用した舞台芸術活動の推進
施策

コード
03151

SDGs

知事公約

政策体系
(中項目)

ふるさとの歴史・文化の発信と継承
政策体系
コード

C0078 総合戦略

分析（主な取組と成果）

設定理由

分析（主な取組と成果）

-

指標名③

【道】

若手芸術家に対して発

表・展示の場の提供、取

組の紹介

連携

【施設】

場の提供、施設の

利用促進

施策

目標

【道民・観光客】

地域の特色ある取組の鑑賞

【若手芸術家】

文化活動の推進



【２ Ｄｏ＆Ｃｈｅｃｋ】
前々年度 前年度 評価年度 評価年度目標値 指標判定
650,408 689,580 695,905 － -

対応方針番号

<二次政策評価>

【３ Ａｃｔｉｏｎ】

○

○

-

対応状況
(R3.3時点)

連携
状況

赤れんが前庭でのアーティストの活動について、日程調整等、総務部総務課
と連携した取組を行っている。

連携判定

緊急性
優先性

新型コロナウイルスの影響により、若手アーティストをはじめ、道内の文化
活動は停滞しているため、活動の場や発表機会を提供し、本道の文化活動の
活性化を図る必要がある。

③

改修工事により赤れんが前庭が使用できない場合の若手アーティストの発表機会確保に
向け、公演以外の対応（動画配信等）についても検討する必要がある。

令和３年度　基本評価調書② 施策名 施策コード
赤れんが庁舎等を活用した舞
台芸術活動の推進

成果指標

指標名
赤れんが庁舎入館者数

指標総合
判定

緊急性
優先性
判定

内容

①

②

03151

関係団体と連携し、赤れんが前庭以外での発表方法の検討や、活動に役立つ情報提供を行うなど、
若手アーティストの発表機会確保に向けた取組を行う。

総合判定
の根拠

令和２年度は、新型コロナウイルスの影響により赤れんが前庭での活動を休
止している。今後赤れんが庁舎の改修工事も本格的に始まるため、若手アー
ティストの発表機会確保への取組が必要。

総合判定
(一次評価)

判定不可

R3年度
二次政策

評価

翌年度に
向けた

対応方針

二次政策
評価への

対応

Ｒ４
施策の
方向性

前年度
二次評価

意見

目標
(指標)の
達成状況

令和元年10月から、改修工事により赤れんが庁舎を閉館しているため、来館
者数を把握できない。


